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日本語版 FFQ（38 項目）を試作して以下の 2つの研究を実施した。研究の趣旨を説明し，承諾の得
られた者を対象者とした。なお，本研究は，岡山大学大学院医歯学総合研究科疫学研究倫理審査委員
会によって承認された。 
研究１：日本語版 FFQ の信頼性（内的一貫性）と妥当性について 
Ｍ産婦人科医院を受診した妊娠 3～5か月の妊婦 355 名（平均年齢 29.2 ± 4.2 歳）を対象に，FFQ




②デントカルト SMⓇキットのデントカルト培地に挿入し，37℃で 48 時間培養。 
③SM スコアを判定（4段階：ストリップス上の MS コロニーの密度を評価見本と比較し，そのスコ 
アを記録）。 

















因子分析の結果，4つの因子（solid sugars, solid and starchy sugars, liquid and semisolid sugars, 
sticky and slowly dissolving sugars）が抽出された。これらは Palmer の齲蝕誘発性分類の構成と
一致しており，構成概念妥当性を有すると言える。内的一貫性は許容範囲であった（Cronbach のα係
数= 0.67：全項目,0.46～0.61：因子別）。 







意な正の相関を示し（ICC = 0.70），高い経時的安定性を有することが示唆された。 
 
【考察および結論】 
















米国で開発された FFQ を和訳し，さらに日本人向けに改変した 38 項目の FFQ を用いて以下の
2 つの調査を実施した。Palmer の齲蝕誘発性分類を参照し，FFQ の回答から算出された食事にお
ける齲蝕誘発性スコアを分析に用いた。 
はじめに，平均年齢 29.2 ± 4.2 歳の 355 名の妊婦を対象に FFQ を用いた食事調査と齲蝕活動性
試験（デントカルト SMⓇ）を実施した。因子分析による構成概念妥当性を検討し，抽出された因
子ごとに Cronbach の α係数を算出し，内的一貫性を検討した。齲蝕活動性試験より得られた SM
スコア（唾液中ミュータンスレンサ球菌数）と齲蝕誘発性スコアの関連性を，Spearmann の相関係
数と Kruskal-Wallis テストを用いて分析し，基準関連妥当性を検討した。 
次に，平均年齢 34.0 ± 3.0 歳の成人女性 25 名を対象に，再テスト法（1 週間間隔）を実施し，齲
蝕誘発性スコアの経時的安定性（1 回目と 2 回目の相関）を級内相関係数（ICC）にて評価した。 
その結果，日本語版 FFQ は高い経時的安定性（ICC=0.70）を示し，ミュータンスレンサ球菌数
と食事における齲蝕誘発性スコアは有意に正の相関を示した（rs = 0.22; p<.001）。因子分析の結果
では，4 因子（solid sugars, solid and starchy sugars, liquid and semisolid sugars, sticky and slowly 
dissolving sugars）が抽出され，内的一貫性は許容範囲であった（Cronbach の α係数=0.67：全項目, 
0.46～0.61：因子別）。SM スコアの分布は，6.8% (score = 0), 34.4% (score = 1), 39.4% (score = 2), お
よび 19.4% (score = 3)であった。ミュータンスレンサ球菌数が多いほど，食事における齲蝕誘発性
スコアの平均値は高い数値を示した（p<0.001; Kruskal-Wallis テスト）。 
 
本研究で用いた日本語版 FFQ は，本研究対象集団に対して，その信頼性と妥当性は立証された。ま
た齲蝕リスクを反映する簡便なツールとして，臨床の場や国際比較の疫学研究で応用される可能性
を有する。よって、審査委員会は本論文に博士（歯学）の学位論文としての価値を認める。 
